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任
期
は
、
小
野
町
長

が
、
三
月
二
十
三
日
か

ら
四
年
間
、
小
野
町
議

会
議
員
補
欠
選
挙
当
選

者
が
、
三
月
十
三
日
か

ら
平
成
二
十
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。 



平
成
十
六
年
四
月
一
日
付(

)

は
旧
任

（
三
月
三
十
一
日
付
）

総
務
課
長
兼
参
事

鈴
　
木
　
慶
　
輝

健
康
福
祉
課
長

会
　
田
　
　
　
功
　

中
央
さ
く
ら
保
育
園

主
幹
兼
園
長

先
　
崎
　
サ
タ
子

飯
豊
ひ
ま
わ
り
保
育
園
　
　
　

主
幹
兼
園
長

井
　
上
　
と
き
子

夏
井
第
二
小
学
校

調
理
士
兼
用
務
員

冨
　
沢
　
章
　
子

課
長
兼
参
事
兼
行
革
推
進
室
長

（
参
事
兼
行
革
推
進
室
長
）

籠
　
田
　
良
　
作

主
任
主
査
（
総
務
課
主
査
）

折
　
笠
　
顕
　
一

主
査
（
総
務
課
主
査
）

二
　
瓶
　
　
　
淳

課
長
（
健
康
福
祉
課
健
康
班
長
）

会
　
田
　
俊
　
広

健
康
班
長
（
総
務
課
副
主
幹
）

吉
　
田
　
浩
　
祥

主
任
主
査
兼
保
健
師

（
健
康
福
祉
課
主
査
兼
保
健
師
）

橋
　
本
　
美
喜
子

主
任
主
査
（
地
域
整
備
課
主
査
）

照
　
山
　
　
　
真

（
三
月
三
十
一
日
付
）

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
組
合

仲
　
野
　
谷
　
博

社
会
福
祉
法
人
小
野
町
社
会
福
祉
協

議
会

上
遠
野
　
　
　
眞

田
村
地
方
介
護
認
定
審
査
会
（
町
民

生
活
課
主
査
）

折
　
笠
　
裕
　
之
　

主
査
（
教
育
課
主
事
）

熊
　
谷
　
真
　
也

主
幹
兼
中
央
さ
く
ら
保
育
園
長
兼
小

野
わ
か
ば
幼
稚
園
長
（
小
野
わ
か
ば

幼
稚
園
長
）

吉
　
田
　
由
里
子

主
任
主
査
兼
保
育
士
（
羽
出
庭
つ
く

し
児
童
園
主
任
主
査
兼
児
童
厚
生
員
）

吉
　
田
　
由
　
美

主
任
主
査
兼
保
育
士
（
公
民
館
主
任

主
査
）

佐
　
藤
　
　
　
瞳

副
主
幹
兼
園
長
兼
羽
出
庭
つ
く
し
児

童
園
長
（
夏
井
お
お
す
ぎ
保
育
園
副

主
幹
兼
園
長
）

橋
　
本
　
寿
　
子

副
主
幹
兼
保
育
士
（
中
央
さ
く
ら
保

育
園
副
主
幹
兼
保
育
士
）

草
　
野
　
ゆ
か
り
　

副
主
幹
兼
園
長
（
羽
出
庭
つ
く
し
児

童
園
副
主
幹
兼
園
長
）

遠
　
藤
　
い
　
く

副
主
幹
兼
児
童
厚
生
員
（
夏
井
お
お

す
ぎ
保
育
園
副
主
幹
兼
保
育
士
）

藁
　
谷
　
美
枝
子

用
務
員
（
飯
豊
小
学
校
用
務
員
）

吉
　
田
　
と
よ
子

用
務
員
（
夏
井
第
一
小
学
校
調
理
士

兼
用
務
員
）

菅
　
野
　
由
美
子

用
務
員（
夏
井
第
一
小
学
校
調
理
士
）

宗
　
像
　
孝
　
子

用
務
員（
小
野
新
町
小
学
校
用
務
員
）

大
　
竹
　
美
知
子

主
事
（
町
民
体
育
館
）

鈴
　
木
　
香
代
子

主
査
（
議
会
事
務
局
主
事
）

吉
　
田
　
由
起
子

 



三
月
十
六
日
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
道

路
雁
股
田
地
内
で
、「
ど
ん
ぐ
り
ー
ん

作
戦
」
記
念
植
樹
祭
が
、
飯
豊
小
学

校
緑
の
少
年
団
、
小
野
新
町
小
学
校

雁
股
田
分
校
児
童
、
こ
ま
ち
み
ど
り

愛
護
会
の
ご
協
力
の
も
と
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

春
山
町
長
の
御
礼
の
言
葉
の
あ
と
、

あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務

所
長
よ
り
あ
い
さ
つ
並
び
に
記
念
品
・

感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
を
代
表
し
飯
豊
小
学
校
六

年
二
瓶
知
美
さ
ん
、
雁
股
田
分
校
三

年
鈴
木
直
哉
君
・
同
鈴
木
奎
志（
け
い

じ
）
君
ら
が
、「
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路

を
緑
あ
ふ
れ
る
道
に
育
て
て
行
き
た

い
。」と
抱
負
を
述
べ
、
こ
の
あ
と
、

参
加
者
で
、
記
念
植
樹
の
名
板
を
立

て
ま
し
た
。

開
通
間
も
な
い
あ
ぶ
く
ま
高
原
道

路
で
す
が
、
こ
う
し
た
地
域
の
ご
協

力
に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い
道
路
と
な

る
よ
う
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
に
自
然
の

森
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
目
的
で
、

二
年
前
の
秋
に
平
田
村
、小
野
町
、

郡
山
市
の
芳
山
小
学
校
の
み
な
さ

ん
が
ク
ヌ
ギ
や
ナ
ラ
な
ど
の
実（
ど

ん
ぐ
り
）を
ひ
ろ
い
、苗
木
を
育
て

た
も
の
。
高
さ
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど

と
な
り
、今
回
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

「
ど
ん
ぐ
り
ー
ん
作
戦
」

三
月
七
日
、
小
野
町
役
場
に
お
い

て
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
を
対
象
と

し
た
「
う
つ
く
し
ま
の
道
・
サ
ポ
ー

ト
制
度
」の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
サ
ポ
ー
ト
制
度
は
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
町
、
県

の
三
者
協
働
に
よ
り
、
道

路
の
清
掃
や
美
化
活
動
を

行
い
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し

い
道
づ
く
り
を
進
め
る
も

の
で
す
。

あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車

道
建
設
事
務
所
長
の
仲
介

に
よ
り
、
美
し
い
景
観
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
こ

ま
ち
み
ど
り
愛
護
会
（
阿

部
君
江
会
長
）、菖
蒲
谷
行

政
区（
宗
像
一
区
長
）、町
、

三
春
土
木
事
務
所
及
び
あ

ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建

設
事
務
所
の
四
者
で
調
印

し
ま
し
た
。

こ
ま
ち
み
ど
り
愛
護
会

は
小
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
内
、
菖
蒲
谷
行
政
区
は

菖
蒲
谷
橋
周
辺
を
対
象
に
花
木
の
手

入
れ
・
草
取
り
・
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、

町
は
ゴ
ミ
の
回
収
処
理
、
三
春
土
木

事
務
所
は
作
業
用
具
や
花
苗
の
支
給
、

あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車
道
建
設
事
務

所
は
Ｐ
Ｒ
看
板
設
置
な
ど
を
行
い
ま

す
。調

印
式
に
は
、
関
係
者
約
二
十
名

が
出
席
し
、
あ
ぶ
く
ま
高
原
自
動
車

道
建
設
事
務
所
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
各
代
表
が
合
意
書
に
調
印
し
、

阿
部
会
長
、
宗
像
行
政
区
長
、
三
春

土
木
事
務
所
長
、
春
山
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
民
と
官
が
一
体
と
な
っ
た

私
は
、
初
心
を
謙
虚
な
心
で
「
歩

く
」「
見
る
」「
聞
く
」
を
基
本
に
、

町
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
視
し
、

町
政
に
反
映
し
て
、「
元
気
の
で
る
町

づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
努
力
し
ま
す
。

環
境
整
備
を
行
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
い
。







夏
井
第
一
小
学
校
（
鈴
木
文
雄
校

長
・
三
月
現
在
）
で
は
、
三
年
生
以

上
の
総
合
的
学
習
の
時
間
の
中
に
、

千
本
桜
と
関
わ
る
学
習
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

二
月
十
八
日
に
は
、
児
童
五
十
八

名
が
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
テ

ン
グ
ス
病
の
枝
の
駆
除
作
業
を
行

い
、
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
桜
の
育

成
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

三
月
十
七
日
、
小
野
町
役
場
に
お

い
て
、
平
成
十
六
年
度
第
二
回
小
野

町
都
市
計
画
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

審
議
会
で
は
、
最
初
に
櫛
田
会
長

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
春
山
町
長
か

ら
櫛
田
会
長
に
諮
問
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
案
件
は
、『
田
村
東
部
都
市

計
画
の
変
更
及
び
特
殊
建
築
物
の
敷

地
の
位
置
に
つ
い
て
（
県
知
事
決

定
）』
を
審
議
す
る
も
の
で
、誘
致
企

業
で
あ
る
東
レ
Ａ
Ｃ
Ｅ
株
式
会
社
よ

り
、
近
年
の
循
環
型
社
会
に
対
応
す

る
た
め
、
自
社
で
製
造
し
た
窯
業
系

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
使
用
す
る

建
築
現
場
で
発
生
し
た
残
材
を
工
場

内
へ
搬
入
し
、
こ
れ
を
原
材
料
と
し

て
再
生
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
廃
棄

物
の
削
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

申
請
さ
れ
た
も
の
で
、
当
該
敷
地
の

位
置
を
都
市
計
画
決
定
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
審
議
会
を
開
催
し
た

も
の
で
す
。

審
議
会
で
は
、
諮
問
の
あ
っ
た
議

案
に
つ
い
て
、
申
請
者
で
あ
る
東
レ

Ａ
Ｃ
Ｅ
株
式
会
社
福
島
工
場
長
よ
り

申
請
内
容
及
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

事
務
局
か
ら
は
都
市
計
画
上
の
支
障

の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、「
自
社
製
品

の
み
の
残
材
を
活
用
し
た
原
材
料
の

リ
サ
イ
ク
ル
で
あ
り
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
に
つ
な
が
る
と
の
認
識
か
ら
適
切

で
あ
る
。」と
櫛
田
会
長
よ
り
春
山
町

長
へ
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、

町
か
ら
県
へ

進
達
し
、
県

審
議
会
の
答

申
を
受
け
た

後
、
告
示
等

の
都
市
計
画

手
続
き
を
進

め
ま
す
。

続
い
て
、

平
成
十
六
年

度
こ
ま
ち
ダ

ム
建
設
、
右

支
夏
井
川
河

川
改
修
と
市

街
地
整
備
及

び
小
野
町
公

共
下
水
道
各

事
業
の
進
捗

状
況
等
に
つ

た
。三

月
四
日
に
は
、
学

習
の
感
想
を
話
し
合
う

「
桜
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
行

い
、
地
域
の
宝
を
守
る

た
め
自
分
た
ち
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
き

た
喜
び
や
生
命
の
大
切

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

席
上
、
授
業
の
講
師

を
さ
れ
た
夏
井
行
政
区

本
宮
本
誉
区
長
へ
千
本

桜
の
歌
を
発
表
し
、
ま

た
、
六
年
生
が
廃
品
回

収
の
益
金
で
購
入
し
た

車
椅
子
を
、
足
の
不
自

由
な
方
々
に
も
千
本
桜

の
美
し
さ
を
堪
能
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
願
い

を
込
め
て
寄
付
し
ま
し

た
。

い
て
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
「
特
殊
建
築
物
」
と
は
、
卸
売
市

場
、
火
葬
場
又
は
と
畜
場
、
汚
物
処

理
場
、
ゴ
ミ
焼
却
場
そ
の
他
の
処
理

施
設
を
い
い
、
都
市
計
画
区
域
内
に

お
い
て
は
、
そ
の
敷
地
の
位
置
を
決

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。







 

 



三
月
三
日
未
明
、
田
村
東
部
環
境

セ
ン
タ
ー
の
ご
み
ピ
ッ
ト（
集
積
所
）

内
で
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

施
設
の
点
検
や
現
場
検
証
の
た
め
収

集
・
処
理
が
で
き
ず
、
皆
さ
ん
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

警
察
や
消
防
に
よ
る
現
場
検
証
で

も
火
災
の
原
因
は
特
定
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
燃
え
る
ご
み
の
中
に
危

険
物
が
混
じ
っ
て
い
た
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
ス
プ
レ
ー
缶
や
使
い
捨
て

ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
、
中
に
ガ
ス
が
残

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
ガ
ス
を
使
い
き
っ
て
か
ら
出
し

て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。田

村
東
部
環
境
セ
ン
タ
ー

七
八
│
二
七
二
三

町
民
生
活
課
　
七
二
│
六
九
三
三

保
育
園
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
四
月
一
日
か
ら
中
央

さ
く
ら
保
育
園
に
お
い
て
、
延
長
保

育
を
開
始
し
ま
し
た
。

保
育
園
で
の
通
常
保
育
時
間
は
、

八
時
三
十
分
か
ら
十
七
時
十
五
分
ま

で（
土
曜
日
は
十
二
時
三
十
分
ま
で
）

で
し
た
。
実
際
に
は
利
用
者
の
利
便

を
考
慮
し
て
、
午
前
七
時
三
十
分
か

ら
児
童
の
受
入
れ
を
行
い
、
中
央
さ

く
ら
保
育
園
は
十
八
時
三
十
分
ま
で
、

夏
井
お
お
す
ぎ
保
育
園
・
飯
豊
ひ
ま

わ
り
保
育
園
は
十
八
時
ま
で
保
育
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
か
ら
中
央
さ
く
ら

保
育
園
に
お
い
て
、
土
曜
日
も
通
常

保
育
時
間
を
適
用
し
、
保
育
園
の
保

育
時
間
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
ま
す
。

二
月
に
実
施
し
た
水
質
検
査
の
う

ち
、
主
な
項
目
の
検
査
結
果
は
表
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
検
査
結
果
は
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方

裁
判
所
で
は
、
毎
年
、
憲
法
記
念

日
を
中
心
と
し
た
五
月
一
日
か
ら
七

日
ま
で
を「
憲
法
週
間
」と
し
て
、
各

地
で
様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、「
裁
判
員
制
度
」と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
国
民
の
中
か
ら
無
作
為
に

選
ば
れ
た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参

加
し
、
裁
判
官
と
一
緒
に
裁
判
を
行

う
制
度
の
こ
と
で
す
。
平
成
二
十
一

年
五
月
ま
で
に
始
ま
る
こ
の
制
度
は
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
く
て
は

成
り
立
た
ち
ま
せ
ん
。
全
国
の
裁
判

所
で
行
わ
れ
る
憲
法
週
間
記
念
行
事

で
は
、
裁
判
員
制
度
を
テ
ー
マ
と
し

た
催
し
も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
に
対
し
、

福
島
県
産
業
廃
棄
物
処
理
指
導
要
綱

（
平
成
二
年
福
島
県
告
示
第
三
三
八

号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

く
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
設
置
事

前
協
議
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
　
設
置
等
予
定
者
の
名
称
及
び
住

所
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
：
東
レ
Ａ

Ｃ
Ｅ
株
式
会
社
　
東
京
都
中
央
区
日

本
橋
本
町
二
丁
目
四
番
七
号
　
代
表

取
締
役
　
城
本
恵
剛

二
　
設
置
予
定
地
区
：
田
村
郡
小
野

町
大
字
谷
津
作
字
下
中
沢
一
番
一

三
　
施
設
等
の
種
類
：
が
れ
き
類
の

破
砕
施
設

四
　
施
設
等
の
処
理
能
力
：
二
十
四

ト
ン
／
日

五
　
そ
の
他
：
当
該
事
業
者
は
、
二

の
設
置
予
定
地
区
で
、
主
に
窯
業
系

サ
イ
デ
イ
ン
グ
ボ
ー
ド
の
製
造
及
び

販
売
を
行
っ
て
い
る
者
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
製
造
に
伴
い
発
生
す

る
不
良
品
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
申
請
に
係
る
既
存
の
破
砕
施
設

で
破
砕
及
び
粉
砕
を
し
て
、
原
料
と

し
て
再
生
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

今
回
、
当
該
事
業
者
は
、
住
宅
メ

ー
カ
ー
等
の
建
設
業
者
に
販
売
し
た

製
品
に
つ
い
て
、
建
設
業
者
が
工
事

等
に
使
用
し
、
端
材
等
の
不
要
に
な

っ
た
も
の
を
回
収
し
、
今
回
の
申
請

に
係
る
既
存
の
破
砕
施
設
で
破
砕
及

び
粉
砕
を
し
て
、
原
料
と
し
て
再
生

利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

平
成
十
七
年
四
月
十
四
日

◆
問
い
合
わ
せ
：
福
島
県
県
中
地
方

振
興
局
県
民
環
境
部
環
境
グ
ル
ー
プ

〇
二
四
│
九
三
五
│
一
五
〇
二

保
護
者
の
就
労
時
間
、
通
勤
時
間

等
を
考
慮
し
、
真
に
延
長
保
育
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
児
童
に
対
し
、
中

央
さ
く
ら
保
育
園
の
通
常
保
育
時
間

（
七
時
か
ら
十
八
時
）以
降
の
一
時
間

を
延
長
保
育
と
し
、
十
九
時
ま
で
保

育
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

小
野
町
教
育
委
員
会

七
二
―
六
七
八
〇

中
央
さ
く
ら
保
育
園

七
二
―
三
二
六
九

は
、
地
域
整
備
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

地
域
整
備
課
　
七
二
―
六
九
三
六



 







氏　　名　　　 父　・　母 行 政 区

千葉　百華(ももか) 善　弘・真　季　仲　　町

大堀弘士郎(こうしろう) 聡 ・知　恵　中　　通

渡邉　裕幸(ひろゆき) 安　友・道　子　中　　通

草野　美貴(みき) 真　一・小百合　谷 津 作

牧　冬華(とうか) 孝　忠・里　美　小野赤沼

横田　隼人(はやと) 弘　之・美　貴　飯 豊 中

木村　葵彩(あおい) 啓　之・淳　子　飯 豊 下

氏　　　名　　　年齢　　行 政 区

國　分　ス　イ　　９５　　本　　町

西　山　シ　メ　　９２　　本　　町　

吉　田　捨　美　　７７　　本　　町

安　　　フミ子　　７８　　反 　 町

阿　部　アサヨ　　８９　　中 　 通

宍　戸　　　壽　　７９　　平 　 舘

先　　　孝　安　　７８　　谷 津 作 　

西　牧　フヨヱ　　８９　　小野赤沼

小　野　イ　チ　　９７　　雁 股 田

長　窪　勝　一　　７３　　飯 豊 中

吉　田　ナ　ヲ　　６４　　飯 豊 下

先　　　今朝雄　　６７　　吉 野 辺

宗　像　ア　キ　　９０　　小 戸 神

宗　像　　　勇　　７７　　小 戸 神

（2月届出分）

平成17年度が始まりました。
会計年度は、1886（明治19）年

に現在の形になりました（一説では）。
秋の収穫から発生する税金の関係か
らだそうです。
年度始めはいろいろなことがスタ

ートします。新たなチャレンジもあ
るでしょう。一年間の新目標に向か
って一所懸命でありたいですね。

（松）

●組合加入でない方は、便利な口座振替で

※「お誕生・おくやみ」について、掲載を
希望しない方は、届出の際に窓口にて申
し出てください。


